
 
 
 

◆
年
を
取
る
と
誰
で 

 
 
 

も
物
忘
れ
が
増
え
ま 

 
 
 

す
。
中
で
も
怖
い
の 

 
 
 

が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー 

 
 
 
 
 

。
物
忘
れ
だ
け
で
な

く
、
パ
ジ
ャ
マ
で
外
出
す

る
と
い
っ
た
奇
行
、
行
動

を
止
め
ら
れ
る
と
怒
り
出

す
な
ど
の
症
状
が
重
な
れ

ば
要
注
意
と
テ
レ
ビ
で

や
っ
て
い
ま
し
た
◆
学
術

的
に
は
ベ
ー
タ
た
ん
ぱ
く

と
い
う
物
質
が
脳
に
蓄
積

さ
れ
る
の
が
原
因
だ
そ
う

で
す
。
脳
の
記
憶
す
る
部

分
に
ゴ
ミ
の
よ
う
に
付
い

て
物
忘
れ
を
引
き
起
こ

し
、
感
情
を
指
令
す
る
部

分
に
付
い
た
ら
怒
り
っ
ぽ

く
さ
せ
る
と
か
◆
絶
対
的

な
治
療
法
は
ま
だ
な
い
難

病
。
で
も
予
防
術
と
し
て

三
つ
紹
介
し
て
い
ま
し

た
。
ま
ず
適
度
の
運
動
。

週
二
回
以
上
三
十
分
程
度

汗
ば
む
く
ら
い
を
心
が
け

る
と
、
や
ら
ぬ
人
に
比
べ

三
倍
な
り
に
く
い
そ
う
で

す
◆
話
し
相
手
を
持
ち
会

話
を
楽
し
む
の
も
効
果
的

と
言
い
ま
す
。
高
血
圧
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肥

満
は
血
流
に
影
響
す
る
の

で
、
生
活
習
慣
病
に
な
り

に
く
い
食
事
を
心
が
け
る

と
結
果
的
に
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
予
防
に
な
る
と
も
紹

介
し
て
い
ま
し
た
◆
ベ
ー

タ
た
ん
ぱ
く
蓄
積
に
は
約

二
十
年
か
か
る
そ
う
で

す
。
体
を
動
か
し
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
む
く
ら
い
簡

単
な
こ
と
。
食
生
活
と
合

わ
せ
て
さ
っ
そ
く
心
が

け
、
少
し
で
も
脳
に
ゴ
ミ

が
付
く
の
を
遅
ら
せ
ま

し
ょ
う
か
。
（
Ⅹ
）  
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二
十
日
、
二
十
一
日
え
び
す
神
社
一
帯
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
開
始
後
、
神
事
が
あ
り
風
船
放
天
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
。
各
保
育
園
児
に
よ
る
遊
戯
が
あ

り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
県
警
察
音
楽
隊
の
町

内
パ
レ
ー
ド
に
続
き
子
供
神
輿
、
団
体
の
総

踊
り
そ
し
て
大
人
神
輿
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
夕
方
か
ら
多
中
の
青
雲
太
鼓
、
吹
奏
楽

部
の
演
奏
が

あ

り

ま

し

た
。 

 

二
日
目
は

四
半
的
大
会   

、
球
磨
拳
大

会
、
多
良
木

町
消
防
音
楽

隊
演
奏
、
Ｊ

Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ

ン

ジ

ャ

ー

シ
ョ
ー
な
ど

で
遅
く
ま
で

賑
わ
い
ま
し

た
。 

 多良木町体協久米支
部（藤本完士支部長）

の体育祭が行われ、昼

食時間に同小学校（栃

原秀明校長）の児童運

営委員会（代表、黒肥

地練君）が育てたナデ

シコとキンセンカの花

の種にメッセージを添

えて各区長を通じて、

一人暮らしのお年寄り

に届けた。後日、黒肥地君に

同行してもらい久米２区の斉藤ツヤさん宅に伺ったところ、「小学

校の運動会にも案内があり行けなかったのに、また今度は花の種を

区長さんから貰って嬉しかったので手紙を書こうと思っていた。種

は大事に道路沿いの一番目立つ所に植えるから、春になったら見に

来てね」と心から喜び、黒肥地君に御礼を言っておられました。 

 平成２０年度あさぎり町岡原地区軽スポーツ大会が、１０月２４

日にもみじ館で行われました。 

 各地区の老人クラブと岡原保育所、専立寺保育園の園児による交

流会で、缶積み競争や泣かせ玉、また園児との玉入れ競争などを行

いましたが、笑いあり、悲鳴（！？）に近い叫びありの、大盛り上

がりの大会となりました。 

多良木町多良木 

告原 進さん（７５） 

 告原さんには、熊本日日新聞を９

年５ヵ月の長い間、小椎野と小川地

区を配達して頂きました。 

 誰よりも早く出勤され、笑顔で配

達に出掛けられることは、早朝業務

の皆の励みになりました。好きな焼

酎も早く切り上げ、健康管理にも注

意されました。告原さんは、「とて

も楽しかった」と笑顔で話されまし

た。また、奥様のイトミさんと今

年、金婚式を迎えられました。 
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 １０月１９日（日）「創立３０周年記念

くまよう祭」が盛大に行われました。  

 実行委員が和太鼓によるオープニングパ

フォーマンスで開幕しました。   

 小学部は体育館に大型滑り台や様々な乗

り物や遊び場がある「わんぱく村」を作り

学習を行ってきました。空と山、水、森の

エリアの空間があり思いっきり体を動かせ

ました。中学部は種類も豊富な竹和紙で

作った素敵なカレンダー、押し花で飾った

コースター。高等部のパンジー、キンセン

カなどの花苗、フェルト製品、皿、カップ

などの陶芸品が多く販売されました。 

 ＰＴＡバザーは、カレー、焼きそば、豚

汁など大繁盛。 

東 蓮人
ひがし れんと

くん 

    （８ヵ月） 

あさぎり町岡原北 

父：東 寿人
ひさと

さん 

母：東 徳子
のりこ

さん 

◎両親からのメッセージ：兄弟３人仲良く、元気に育て～～！！！ 

岡原保育園（きく組４・５歳児）１６名 

 男子１１名、女子５名で男の子が多くて元気が良く、とても明るい

子供たちです。４月に１年生になる子供が多く「思いやりのある子供

に育ってほしいです」と担任の尾方鈴子先生。           

 これから、ミニ文化祭や幼年消防などたくさんの行事を体験し、

良き思い出を作ってくれると思います。 

 

多
良
木
町
久
米
の
尾
方
秀
夫
さ
ん
宅
に
山
で
鉄
砲
に

撃
た
れ
弱
っ
て
い
た
鳩
が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

友
人
が
狩
り
中
に
発
見
し
尾
方
さ
ん
に
委
託
し
た
鳩

で
、
左
の
羽
を
痛
め
飛
べ
な
い
状
態
で
見
つ
か
り
ま
し

た
。
治
療
さ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
に
飛
べ
な
い
ま
ま
で

す
。
保
護
さ
れ
て
約
二
十
年
。
今
で
は
尾
方
さ
ん
の
家

族
が
帰
っ
て
来
る
と
「
ポ
ッ
ポ
ー
、
ポ
ッ
ポ
ー
」
と
体

（
ミ
ニ
文
化
祭
な
ど
で
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
） 

黒肥地支部運動会 

 黒肥地支部の運動会が１２日に開催され、最大のイベント

である応援合戦が各行政区ごとに行われ、８分の制限時間

いっぱいに披露されました。各区長さんや婦人部長さんの

採点の結果、今年は８区が見事優勝されました。 

 他の体育祭と違ってお祭り気分の様に賑わいます。 

優勝された黒肥地８区のみなさん 

男性もハッスルされた黒肥地７区のみなさん 

を
上
下
さ
せ 

て
挨
拶
す
る

よ

う

に

な

り
、
マ
ス
コ 

ッ
ト
的
な
存

在
で
す
。 

 

ま
た
牛
乳

配
達
の
方
に

も
挨
拶
す
る

そ
う
で
す
。 


